
福
井
の
戦
国 

歴
史
秘
話 

関
連
史
料
・
ゆ
か
り
の
地

越
前
大
野
城

大野盆地にある標高
約 249 メートルの亀
山に築かれた平山城
で す。 天 正 4（1576）
年頃、金

かなもりながちか
森長近が城

郭を築き始め、約５年
の歳月をかけて築城さ
れました。土台となる
石垣は自然石をそのまま積み上げる野面積みという工法で作ら
れています。 現在の天守は昭和 43（1968）年に再建されたも
ので、内部には歴代城主の遺品が数多く展示されています。

【住所】大野市城町３−１０９（JR 越前大野駅より天守閣まで徒歩約 40 分）

金
森
長
近
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
織お

だ田
信の

ぶ
な
が長
、
豊と

よ
と
み臣

秀ひ
で
よ
し吉
、
徳と

く
が
わ
い
え
や
す

川
家
康
の
三
英
傑
に
仕
え
、
桶

狭
間
の
戦
い
や
長
篠
の
戦
い
、
関
ヶ
原
の

戦
い
な
ど
数
々
の
戦
に
参
戦
し
、
勝
ち

残
っ
て
い
っ
た
数
少
な
い
戦
国
武
将
で

す
。
今
か
ら
約
４
４
０
年
前
の
天
正
年
間

（
１
５
７
３
～
１
５
９
２
）
に
越
前
大
野

城
を
築
き
、
亀
山
の
東
側
に
現
在
の
大
野

市
街
地
の
も
と
と
な
る
城
下
町
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

長
近
は
大
永
４
（
１
５
２
４
）
年
、
金か

な

森も
り

定さ
だ

近ち
か

の
次
男
と
し
て
美み

の
の
く
に

濃
国
土と

き岐
郡

多た

じ

み

治
見
郷
（
現
在
の
岐
阜
県
多
治
見
市
）

に
生
ま
れ
、
近お

う
み
の
く
に

江
国
野や

す洲
郡
金
森
（
現
在

の
滋
賀
県
守
山
市
）
で
育
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
弟
に
は
落
語
の
祖
と
呼
ば
れ

『
醒せ

い
す
い
し
ょ
う

睡
笑
』
を
編
し
た
安あ

ん
ら
く楽

庵あ
ん

策さ
く
で
ん伝

が
い

ま
す
。
長
近
は
も
と
は
可あ

り
ち
か近
と
い
い
、
18

歳
で
信
長
に
仕
え
、
尾
張
国
（
現
在
の
愛

知
県
）
の
各
地
を
転
戦
。
桶
狭
間
の
戦
い

な
ど
で
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
信
長
の

「
長
」
を
も
ら
っ
て
長
近
と
名
乗
る
よ
う

に
な
り
、
信
長
の
親
衛
隊
・
赤あ

か
ほ
ろ
し
ゅ
う

母
衣
衆
の

一
人
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

長
近
は
越
前
大
野
城
を
築
城
し
て
い
ま

す
。
こ
の
城
は
盆
地
内
の
独
立
し
た
小
丘

陵
の
亀
山
の
山
頂
に
本
丸
を
配
し
、
そ
の

東
麓
に
二
の
丸
、
三
の
丸
を
配
し
て
い
ま

し
た
。
亀
山
と
い
う
地
名
は
、
山
の
形
が

亀
に
似
て
い
る
た
め
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
実
は
、
京
都
に
あ
る
地
名
に
ち
な
ん

で
長
近
が
名
付
け
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
。
京
都
の
小
倉
山
の
中
に
あ
る
亀
山
と

い
う
地
名
で
、
今
も
亀
山
公
園
（
嵐
山
公

園
）
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
で
命
を
か
け
て
戦
っ
た
こ
の
時
代
の

武
将
は
、
縁
起
の
良
い
も
の
を
好
み
ま
し

た
。長
近
が
特
に
好
ん
だ
の
は
金
色
の
龍
、

「
金
龍
」
で
す
。
長
近
が
使
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
兜
の
前
立
て
の
飾
り
に
は
金
の

龍
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
長

２
（
１
５
９
７
）
年
に
は
、
長
近
は
京
都

で
「
金
龍
院
」
と
い
う
寺
院
を
建
立
し
て

い
ま
す
。

　

長
近
が
好
ん
で
い
た
も
の
が
も
う
一
つ

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
亀
」
で
す
。
戦
場

で
着
用
す
る
陣
羽
織
の
背
中
に
は
亀
の
文

様
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。「
鶴
は
千
年
、

亀
は
万
年
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
亀
は

縁
起
の
よ
い
動
物
と
し
て
当
時
か
ら
好
ま

れ
て
い
た
の
で
す
。

　

長
近
は
大
野
以
外
に
高
山
（
岐
阜
県
高

山
市
）
と
上こ

う
ず
ち

有
知
（
岐
阜
県
美
濃
市
）
で

城
下
町
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
上
有
知
に

あ
る
小
倉
山
は
、
元
は
尾
崎
丸
山
と
い
う

名
前
で
し
た
が
、
長
近
が
こ
の
地
に
入
っ

た
時
に
京
都
の
嵐
山
に
あ
る
小
倉
山
に
ち

な
ん
で
名
付
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
近
は
、
縁
起
の
よ
い
亀
と
大
好
き
な

地
名
に
ち
な
ん
で
、
越
前
大
野
城
築
城
の

際
に
「
亀
山
」
と
い
う
地
名
を
考
え
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

越
前
大
野
城
を

築
い
た
金か

な

も

り

な

が

ち

か

森
長
近
と

「
亀
山
」
の
由
来

参考資料等
大野市教育委員会編『大野のあゆみ改訂版』大野市、『大野市史』大野市
河原哲郎 『歴史と史跡大野』大野市

大野市商工観光振興課執筆・協力

越前大野城　絵図
（名古屋市蓬左文庫蔵）

金森長近肖像（素玄寺蔵）

発行／福井県観光営業部ブランド営業課発行／福井県観光営業部ブランド営業課

35


